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の気袈 その 1

村喜[5

はしがき

13年 g月(今よ JJ85 )、メンヂンホ のとき と

し、か

や、

よる

なわれている ζれらは何れも

昭和7

測を行なっ

されると 向
出

で続いている。

タ入れら

レーダーが設

として世

として昭和11年観測所が山頂の

ついて述べてみる O

K臨むととK在ったものであるO いま昭和7年以降といっても

貧uヶ峰へ移転した以後の観測資料Kついて気候の概要及

t 富士山の地勢及び観測所の讃況

富士山は孤峰、課高3，776m0円錐形火山で、その裾は し、とれを取巻く山々も

20Km去って高さは何れも 1，ラ∞m程度で‘ある O 山頂部は中央K直径6∞mのほほ円形の fな鉢J
状の噴火口があり、その深さは約2∞mで‘外縁は薄い障壁をなしている。富士山測候所はとの外縁
の西端で最高地点の剣ク峰にあり、本邦の上空では普段西寄りの風が吹走しているので立地条件は

長好である O

庁舎は 4棟K分かれ中央K高さ 10m，の測風塔(鉄骨造り〕がある。 塔上で風向風速をもまたと

の塔K大型百桑箱を容れ百雨量計は山頂の平坦部分K据えるほか、測風塔上(rC~煙突状K樹立する山

岳雨量形を用いている。 ζれは上面で水平面受水を行ないヱ柱面ではその一部分を区切ぞうて針金で

出来た縦格子を造れ横から風で吹きつけられる水量をも別途測定出来るようKしたものである。

2 富士山の気候

先ず自照率をみると下表の通bである O

日照準(係〉 〈各々 20カ年平均〉
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山の高さが丁度雲層K入るようを所では寡照K在るが、富士山では

で平地よbも日照の多いととがよ決Kよってよく判るであろう。

さの上Kあるの

臼射の強さは 1crRの面上て鳴 l分間K受ける太陽からの熱量を Cal.で示すが、地球の大気閣の外

縁では2.0で、 ζれは太陽常数と称されている O 富士山頂で晴れていると1.8 '"'-' 1. 9でるるから、太

陽常数のヲ0%を受付ていることKなる。 余談になるが東忠では1.2""'-' 1.3であるから太陽常数の

6害りという所であるC 日射が強いので冬季気温が氷点下K降ヲていても氷雪の表面は融解しも角ば

った所が丸くなり、全体として透明な氷K変化していく O このような氷が陽光な反射するときには

々日良をいためたり、口容左ど揚焼け荒れを起ζすので注意を要する O 特にとれは春分を過ぎてか

らが強烈である O

我々 を受け

るものとして先ず気温と

あげられるので、第1

、との両者Kよる気

示す O これには比較

のため箱根山と静関の分も

添えて沿いた O との図では

縦軸K風速、横軸に気温を

ってあるので、ある地

点の 1月左ら 1月の

と平均風速が判っていれ

ば、それは図の一つの点と

して記入され、そのような

12ヵ月の点を結べば、その

20 

手

均 15

民
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(m;福}

10 

S 

O 
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第!団 富士山 7震・箱根ム及び静岡阿武役割
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地点の iカ年間の気候の変域が一つの閉じた曲線で示される O この曲線が若し図の上方Kあればそ

れは強風の地域K属するし、また図の右方へ寄れは、とりも直さず高温地域であるというわけである O

から静岡は弱風で‘高温(適溢〕、箱根山頂はやや強風で冬季Kは平均気温が氷点下Kまることを

知ると共K の冬はいかK厳しいものであるかが判るであろう O これまでの最低気温の記録は

35.5 ocでもこういうときに加盟./s '"'-' 40 m/ sの風が吹いているので戸外の行動Kは大きな

制約を受けるし、輩内でも測器や食糧K故障がよく起こ払身体ーとにも文障が生じ勝ちK在るが、

ζの種の諮見は別の機会に譲る。第1閣で、注意することは、富士山では気候の変動の巾が大きくか

っ春と秋とはほとんど同様の気候状態にあるということであるO 気候的に同様で、るっても我々
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く も O 

えどるK従い滅少する割合い 100れについ

しているが、とれについてのって

みると余りる

である C つまり

えとど

あるから

したも と称す

台は左くも 0. 5 '""-' 0. 6 oc / 1∞m-
しているC 然しながら

1，0∞ii乙内外の高さで とるもので

O 

なくな が、

ある o V 
yn α
 
A
U
 
。ハリ恕 をKmで、官。とU

ナピア るO

くも

ζ よ.-::>ても、ま

80m/8であるが、 は

i∞ 
には冬が強

と思われる

えどるが、そし

も されている O ここ

日にわたり 40m/8を

んらんした台、日

あ

きいが

きな

るとと

も

五強い低気圧にとも在っているのでも必ずしも冬に起とるものでは左い。

るととさえあるが、

2留に示すようK平地でも

に大きく冬K小さい。但

だといことはもちろんである O ζのため山では

しい乾燥と在るの るO

3図K見られるようK、一般に平地では

でもその傾向は認められるが、ただ春と秋冬K小で、

とK低下するととが特徴的でるる O これは水蒸気が特K夏K

増大し、その状況が鋭峰的であるのK対して気温の方は春と

秋が直線的に上昇下降するととKよるものと考えられる O

士山では ζれまでに湿度Gが何回か観測されているが、 ζれ

は水蒸気が空中K無いというわけでは左心現有の水蒸気量

と、現在温度で飽和した場合の水蒸量との比が l%VC:もえとら

えとかったという意味である O このような極端な乾燥は秋や春

Kシベリヤ大陸からの空気が東漸して、この附近で下降する

時に起こる C

気圧は富士山で年平均630mbであるから平地の値 1，01ラ

mbの÷弱である。従って平地で2田呼吸するとき山頂で
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は3自の呼吸Kょ。て酸素を摂取する。勢い少しの労働をしても息切れが起とり、往々山酔いの症

状を呈し、頭痛、食欲減退、吐気、は設はだしいときVC/ri呼吸国難Uてを円たりする O またとの低圧

Kともなのて水の沸騰が870c内外の低温で起台、物の煮えが悪く在る O そのため炊事K

を使用する O もう ととは我々の呼吸のリズムが平地とは異。ているから、と。さの身構

えや踏み切りの間合いが変わゆているととを念頭Kいれて行動の上で事故を起さぬようK注意する O

気圧が上空へ低下する状況も指数関係であたえられるが、詳説は省略し、数千対得度の山ならば高

度K比例すると見てもよいというKとどめる O ただし小ざい高度差で、得た気圧差の割合を上方へそ

軌を-VCしている O とのととは上層vc:j;-:.いて気圧と気温と

が相並行して変化するととを示すーっの例で、あるO

風向については、富士山頂は大体一般風に近しその年

聞の出現回数Kよる風配図は第5図(吋富士山頂、(弓静関と

なる o (玲では北東の、清水港方面と南寄りの安倍川河口方面

からの風が卓越しているが、(吟では北々西から西まで、の範聞だけで 70roの出現を去している O そ

のまま していくととは誤りであるか れたい O

気圧の年変化 4図の通りで、とれKよると平地静関

では春秋の2屈も気圧の山があれ夏Kは顕著左谷、冬は

わずかな低圧で、 ζれが本邦附近の一般の気圧年変化の形態

である O 箱根山では一見年変化が不明で、わずかK春秋の

こうの山が見られる る O ζれらK対 山頂

はすこぶる とした夏高冬低、即ち気温の年変化と全く

第4国気lE.1f. jえ4に
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れK悪天気の場合K吹くのが西南西の嵐で、 とれは 10~らであるから 8割までは ζの象限内の風向

である O しかしながら E 一概K西寄りの風とい吋ても季節によってその状況が多少異れ冬はほと

っている O

7 -. 8 及び舎の 3 ヵ月間は北東~E~甫商の風も数%の程度でんど北西と西との間が多いがも

今度は雨量Kついて述べる O どを総称して というが、山頂では強風が山の斜面に

沿うて吹き上げるので、雪はもちろんのとと、雨も下方から吹きつける ζとが多い O 従 m て通常の

地面雨量計では左か左か十分な受水ができまい o UJ岳雨量計Kよれば、縦格子の鉛直面受水量五もは

雨粒が小さしかっ風の強いときに水平面受水量w よ b も大きし比 ~/W は時K よ市て 10 倍以

上Kえた b 、また雨滴が大きく、かつ風が弱いとき Kは WiJ~多く、それでも比 ~/W が0. 5 よ b も小

さいととは稀である O 台風などでは雨漏も大、思暗も大で比が1.0位に左る O との係数は降水の種

類を判ずるのKよい資料となる O 降水量の一例として去る昭和22年 9月、関東地方K未曽有の大
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1 0 g lJV口 log10WO十 αが又は

@ 

ただし観測地x 10αぷW== Wo 
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i
l
l
i
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-
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i
i

o
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《

hv

(Km )とし、習はhの場所Kh 

。@ 

予く
噛

× 

材、hが OのときIJiro なけ

雨0.1であった。で、増大係数α はと

2.0 nv o
 

n
v
 

A
マ

量

{

〈

〈

3
3

元来、雨が標高とともに増大するといっ
{

一

O
由

5
4〈
}

ても、それぞれの山の条件によっても

2000 

よっても一るしもその時の風速

とをる地点も山の様ではえどし

..-/σ 
ふ一一0____0
O 

O 

腹になったbするも頂上部であったり

4 3 

10号.. w= 0.10 h'+2.50 

10宮拘W

o 2.5 

2.6 

2 
(Km) 

雨量(W) 10g.W 
mm 

341.9 2.534 

372.4 2.571 

466..2 2.669 
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αは複雑えた値となるもの

と考えられるが、台風や強い低気圧では

上記の傾向が示されていることを付け加

のであるから、

知

山

口

抗
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えておぺ O

士山近傍になける年間総雨量一方、
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を標高K対してO印で記入すると第 7~

(司となる O 左主?との雨量の対数を、同国



第71i1 富士Jd!.1秀平総降水笠(a.)忍グ相対数(b)iJ>i整局i町永 {む}

(~VCム印で記入
6000 ，- {窃} 4.4 

したが、との方
4.2 

。
は、箱根山

4.0 

( 940m-)が山
幽。哨曲一。
Zを3.8

頂観測所のため *' 

量{23E 2000 トl0 
O 

よ
O O 

3目6

五4

りは少ないこと
3.2 
O 2 4 

を考慮すれば大 標高 (Km)

O 

O 500 1000 1500 

様 あ 1m)

しているとみら

れるので¥この線を仮りK上方へそのまま延長して富士山頂の高さで其野寺される年間総降水量を

印で記入してないた O これは山頂では実測し得られないでいる値を自安としてあたってみようとい

うに過ぎをい O は28，OOOmmとあたえられるがもとれはカスリーン台風が本邦中部

地域へ年間のすの雨を降らせた ζと

まぜとのようK山頂で雨が多いか

ときK、(1)水蒸気の凝結Kよ担

まり、 自ら

るならば¥あをがち突飛を値でも設いであろう O

に沿うて

されもそのため空気塊の温度が周囲よりも高く

くため雨量は上方へ幾何級数的

(2)地形地物の先端部では1細粒の水滴が捕捉されもたちまちに大型の水滴を造ることKな

りもそれが風Kちぎられやすいた

いる、 ということKまるであろう O

最後に の密度Kつい

りζまれる O この状況は山頂部へくるほど増大して

O いをも なける空気密度、気圧及び絶対温度で表

わした気温を、それぞれρ、P及びTとし、一方標準状況Kあるそれらの値を、 ρ。、 po 及び

Toとすれば次のようκなる O

ρ/，守口 (P/Po)x(To/T)

山頂、の平均のP及びTは既述

圧の低下は気温の低下Kよる

りであるからも ると ρ'/{Jo - 0.65 となり、

はる

いととは風圧(風力〉の小さいとと

るしもラOm/8左らば加盟/8VL 

しているととが判るであろう O ζの密度の小さ

は、山頂で 30m/8の風は平地の 20m/8VC

るととにまる O

(室士山測候所長)
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